









1Shakespeare史劇 にお け る儀 式 的 要 素(∬)
藤 田 実
ShakespeareのHenryVIIIはrその第二幕第 四 場 に,王 妃Kath-
Brineの裁 判のためBlackfriarsの広間へ 国王以 下,貴 族や主教 らの相 当
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数 の入物 た ちが正装 して入場 して くる場面 を先ず見 る.そ の場面 の ト書 に
は,最 初 に登場す る短い銀 の職杖 を もった二人 のvergerか ら,次 につ
づ く二人 のscribe,ヵン タベ リーの大主教,四 人 の主教,銀 の権標 をも
った王室 の守 衛を従 える宮内官,銀のpillarをもった二人のgentleman,
それにcardinal,貴族及 び国王 と王妃 と,そ の持物や,舞 台の上 に並ぶ
位置につ い て,か な り細 かい指 示が与 えられ てい る.そ して,舞 台の上に
は,国 王 を 中心 に して,そ れ ぞれの身 分 と役 目にふさわ しい衣服 と飾 りも
のに身 を かためた各人物 が居 並び,こ の場 の場面 が形づ くられ る の で あ
る.
ここで注 意 して よい ことはShakespeareの時代 の舞 台の性質 か らも明
らかな よ うに,こ の相当数の人物 が,は じめか ら舞台の上に国王を中心 と
して然 るべ き場 所に居並 んで位置 するこ とは出来 ないで,第 二幕第三場の
登場人 物 がすべて退場 したあと,trumpetとcornetが吹奏 されて か ら
二人のvergerが 登場 し,scribeが続 き,更にarchbishopgentle-
man-usherたち,そ して,貴 族,国 王,王 妃,cardinalに至 る ま で
が八場す ると,そ れが全体 と して一つ の行 列を形づ くってい たとい うこ と
である.つ ま り,こ の場 で登場人物全員 が出揃 って舞台の左右に居並んで
のちWolseyが最初 の台詞を発す るまでに,次 々に国王,貴 族,高 僧 が,
華 かないでたちを して列 をなしながら舞台 に入 場 して くるのを観客が注 目
して見守 うてい る暫 くの時間があ っ た わ け で あ る.こ の いわばroyal
processionのように行列 をな して入 場す るとい う こ とが,幕 とい うもの
を もたない当時 の舞 台の性質 から止む をえない形であ った として も,こ の
行 列の時間が この劇 の中でそれ 自体 の 自立 的な意味を もっていた とい うこ
とが,また一方 にお いて考 えられ るのであ る、つ ま り潅見客 にとって この行
し
2列 の行 われてい る時間が決 して演劇 的に空白の時間では なか ったわけ で あ
る.こ のこ と は,当 然 同 じ劇 の第 四幕 第一場 に見 ら れ るAnneBoleyn
の
0の 行列 とも併 せて考 えられ ることなのであ る.こ の場面では,そ の
ト書 に よる とWestminsterの通 りを,大 法官,ロ ン ドン市長,ガ ー ター
勲爵士 につ づき・貴族 たちがその位階 に応 じた金色 の冠 や華 かな衣裳 を身
につけ,官 職 をしめ す杖 を手 に して入場 し,更 に,支 え持 たれたcanopy
の下には髪 を豊 かに真珠 で飾 り,宝 冠をつけ式服 に身 をかためた女王 がっ
つ く.そ の左右 には二人 の主教 が付 き従い,冠 をつ けた公爵夫人 が女 王 の
裳裾 をさ さげ持 ち,他 の貴夫人 たちが更 にそのあ とに付 き従 う.そ の行 列
は整然 と秩 序を保ち,人 物 たちは眩 ゆい盛 装に威儀 を正 して舞台の上 を一
巡 して通 りす ぎてゆ くの である.この部分 の ト書 は,`TheOrderofthe
Coronation'として先 の第二幕第四場 の もの より,更 に長 く,か つ詳 細 に
10項目にわ けてこの行 列の細部を規定 して いる.この行列は二 人 のgen-
tlemanが同 じく舞台 の上にいて,そ れ を眺め て語 りあ うとい う形 にな っ
てい る.こ の二人 の会 話は,そ の内容か らみて,専 らこの行 列の内容 や細
部 を観客 に解説 する ような役 割を もってい ると考 えられ るの である.そ れ
は,観 客 の好奇 の目が この行列 につ よく注がれてい て,こ の劇中 の単 な る
一事件 とい う平面 にお いてではな く,行 列 それ 自体 が この劇 の進行 してい
るactionと切 りは な し て も,な お観客 の心を誘 うに充分 な ものを備 え
ていたこ とを示すので ある.
この第四幕第 一場 の行列 を舞台 の上 で 目撃 す るgentlemanのうちの
一人 が,こ の行列 を さして,"Aroyaltrain,believeme"と云 う.こ
の ことばは,舞 台の上で演 じられてい るこの行列 の印象 を,ま ずその 点に
固定 しよ うとして述 べ られた と考 えられ る.NEDは,此 の個所 をその用
例 の一つに あげ て・その`royal'り意味 を`finelyarrayed;resplend-
ent;grandorimposing'と定義 しているが,こ の行列が眩ゆい色 彩 と
光 と荘重 さを舞台 の上 に視覚化 しよ うとしたものであ ることは,第 二幕第
四場 の入 場の行列 と同様 なのであ る.そ れは先ず観客の好奇 の目をすい よ











The grete Emetreus, the kyng of Inde, 
Upon a steede bay trapped in steel, 
Covered in clooth of gold,  dyapred weel, 
Cam ridynge lyk the god of armes,  Mars . 
His cote-armure was of clooth of Tars 
Couched with perles white and rounde and  grete  ; 
His sadel was of brend gold newe  ybete  ; 
A mantelet upon his shulder hangynge, 
Bret-ful of rubyes rede as fyr  sparklynge  ; 
His crispe heer lyk rynge was yronne, 
And that was yelow, and glytered as the  sonne. 
       (The  Knight'  s Tale, 2156-2166)
と描 かれ,ま たSpenserでは,こ の上 ない豪華 な宮殿 は次 のよ うに表現
された.
But for to tell the sumptuous aray 
Of that great chamber, should be labour  lost  ; 
For liuing wit, I weene, cannot display 
The royall riches and exceeding cost, 
Of euery  pillour and of euery  post  ; 
Which all of purest bullion framed were, 
And with great pearles and pretious stones  embost  ,
That  the, bright glister of their beames cleare 
Did sparkle forth great light, and glorions did  appeare. 
       (The Faerie Queene,  III.  i. 32)
4HolinshedのChroniclesも表現的 には この流れ の上 に あ って,先 の
HenryVIII四 幕第一 場の行列の詳細 な ト書 も概ねHolinshedに従 っ
てつ くられ た ものなので ある.黄 金 と宝石 と色 彩的な衣裳 のつ くり出す眩
ゆ さは,人々の内部 に深 く根を張 った嗜欲の その対象 なのであ った.その眩
ゆ さの イメー ジは容易 に彼 らを現実 を超 えた世界 へ と誘 うことが出来 た.
す でに見 たHenryVIIIの二つの行列 が,単なる豪 奢な宮廷風俗へ の興味
よ り進 んで,更 に人 間の内奥 にふれかけ る眩ゆい光輝 と結びつ こ うとす る
の であ って,演 劇は,そ のす ぐれた機能 の一つ として この種の眩ゆ さに人
々を導 きゆ くこ とが出来 たの であった.
この種 の きらびやか さの描 写は,すで に同 じ劇 の第一幕 第一場で,Nor-
forkがAndrenの谷 で英 国王 が フランス王 と相会 した 有様 を伝 え る 様
子 にあ らわれて いる.
                   Then you lost 
The view of earthly glory ; men might say, 
Till this time pomp was single, but now married 
To one above itself. Each following day 
Became the next day's master, till the last 
Made former wonders  its. To-day the French, 
All clinquant, all in gold, like heathen gods, 
Shone down the English ; and to-morrow they 
Made Britain  India  :  every man that stood 
Showed like a  mine. Their dwarfish pages were 
As cherubins, all  gilt  ; the madams too, 
Not used to toil, did almost sweat to bear 
The pride upon them, that their very labour 
Was to them as a painting. 
 (118.  I.  i  13-26)
`clinquant'は金や銀の光 を伝 え,ま た光 に当 った鎧 の輝 きをお もわせ
る.`heathengods'は土 や木や石で出来 てい るもので あ る が,そ の上
に は金の薄い箔 が檍 ってあ る もので あった.`India'もまた金への連想の
つ よい語で あ った.`血ine'はgoldの意味での初例 はNEDで は1627年
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では ある が,こ こでは当然,金 への連想 を 伴 う.そ こ に は,飽 く こ と
のない金 色 の光 の喚起 があ り,ま た化粧 に よる色 ど りの よ うに`pages'
も`madams'も 頬を紅潮 させ,色 彩 が強調 され る.Norforkによるこ
の よ うな 形で の`910ry'の表現は,明 らか に軽薄 へ と向 う ものが あってr
それを聞 くBuckinghamは,それ は 余 りの誇張 と た し な め る.が,
Norforkは,自分 は卑 しか らざる身分 で,名 誉 にかけて うそ いつわ りは
申さない,い くら上手 な語 り手 であ って もその実際 の有様 の生 々した とこ
ろは伝 え きれ るものでなない と言い,万 事 は見事 に行 われたのであ って,
"Allwasroya1"(H8.1.i.42)と嘆 息す る の で ある.出 来事 の 表 現 の
あ らゆる空 しさを くぐって,な お,彼 は,王 のみが体 現 し うる華麗 の眩 ゆ
い の質の ものを`roya1.'とい うこ とばで指 し示 そ うとす る の で あ る.そ
して,こ の地上 において可能 な限 りの金色 の きらびや かな光 が,本 質的 に
王 の もの に属 し,そ の眩 ゆい光輝 が`roya1'とい う表現 をえてい るとこ
ろにこの歴 史劇の特質が示 されている とい って よいの であ る.ま たこの 同
じ形容詞 は,第 四幕第一場 におい て,先 に述 べた以 外 に更 に二度繰返 し用
『い られて い るこ とは注 目され てよい
.即 ち,こ の場の行列が通 りす ぎた あ
と,更 に もう一人 のgentlemanが登場 し,自 分が 見 て来 たAnneの 戴
冠式の模 様 を描 写す るよ うに語 る.
When by the Archbishop of Canterbury 
She had all the royal makings of a gueen, 
As holy oil, Edward Confessor's crown, 
The rod, and bird of peace, and all such emblems 
Laid nobly on  her  ; 
 (H8  IV  . 86-90)
これ もHolinshedに充分基礎 をおい た部分 なのであ るが,そ のChron-
iclesにおいて は用い られて いない`roya1'とい うepithetがやは り注
意 をひ くの で あ って,`royalmakingsofaqueen'が,queenの地
位 に附属す る品 々で ある と同時 に,そ れ らが,尋 常 でない高貴 な質 の容易
に触れ えない尊厳 をたたえた ものであ るこ とを も示 そ うとしてい る.ま た,
それ よ り先・行列 を舞台 の上 で待 ち うけて い る 二人 のgentlemanのう・
ち の一人 が,
6                    The citizens, 
I am sure, have shown at full their royal minds   
As, let 'em have their rights, they are ever forward  — 
In celebration of this day with shows, 
Pageants, and sights of  honour. 
 (118.  IV.i. 7-11)
と,coronationを祝 う市民 の熱意 をのべ て い る.そ の`royal'は,国
王 に対 す る彼 らの好 意 と親愛 の気持 を意味 す るもので あ るが,`shows/
Pageants,andsightsofhonour'とい った 催 しに よ ってそのcoro-
nationを祝 うの は,いわば彼 らの側 でroyaltyを言祝 ぐとい うこと なの
であ り,ま たroya1な ものへ接近 しようとい うことなので あ る.こ れ ら
の表現 においては,い つれ も,こ の劇 が含 んでい る王侯 の世界 の眩ゆい き
らびやか さが何 らかのつ なが りを もってい ると考え られ るのであ る.
AnneBoleynの行 列 を 待 つ こ のgentlemanが,`shows,/Pag-
eants,andsightsofhonour'を,この劇において`royaPとい うこ と
ばが示 す色彩 と光 の眩 い世界 と結 びつけ るのは,当 時にあ っては充分根 拠
のあ る もので あ った.pegeantは,本来 中世のMysteryPlayの上演
に用い ら れ た車 つ きの移動舞台 であ ったが,Tudor朝では,国 王の巡幸
に際 して,そ れ を迎 えるために催 され る舞 台仕立 ての野 外で の演芸や,劇
的場面 を、つ くってみせる見 せ物 を指 す よ うにな ってい た.国 王 の巡幸 は,
すでにこの劇の戴冠 の行列 におい て もうかがわれ る通 り,人 々の間に大 き
な出来事 として の意味 を もっていたのであ り,巡 幸の行 列 自体が きらびや
かなまつ りとしてあ ったのである.1432年にHenry六世 がパ リで戴 冠 し
て ロン ドンへ入 った時に仕立 て られ たpageantは6ケ 所 であ ったが,そ
の第2のpageantは ロン ドン橋のdrawbridgeの中に舞 台が あ り,ビ
ロー ド,絹,金 布,そ れ に つ づ れ織 りの垂 れ幕 で飾 られ,舞 台上には,
Nature,Grace,Fortuneの三人 のEmpressが お り,・そ の左右に は
7人つつの乙女 が侍 していた.そ して それ は一つ のmoralallegoryを
O
あ らわす ように仕組まれ て い た の で あ る.pageantryはそ う い った
allegoryの人物 の言葉 とか動 きその もので な く,舞 台上 に静止 してつ く
られ る視覚へ のappea1にその特徴 が あ り,舞 台 の美 しさ に よって,先
ず視覚 をよろこばすこ とに よって教育的な効果 を与 える もの であ り,工 夫
7　
と注意 が 充分 にそこにこ らされてい たのであ った.1604年のJames一世の
entryにおいて も,そ の催 され た一pageantの目的は,そ の華麗 なshow
に よって 国王 と観 衆 をよろ こばぜ ることにあ り,ま た そのshowの 中で
具体化 さ れたmoralを 彼 らに教 えることにあ った.つ ま りその主題 をあ
らわ す の に・visualapPea1とsymbolicsignificanceとカミ結 びつけ
.⑤
ら れ て い た.pageantの 舞 台 の 視 覚 的 な 色 ど り と輝 き は 非 常 な も の で,





形 容 し て`gorgeous,gaudy,gilded,painted,pompous,glorious,
0
triumphant'とい う言葉 が用 い ら れ た の で あ った .中世 のPageant
stageは中世の教会 の内部 の色 彩 と同 じよ うに豊富 な色 ど りを も っていた
.といわれ,ま たheraldicdeviceにおいて も同様 であ った。その よ う に
色彩に重 点がお かれ てはい て も∫各 々の色 彩の もつ象 徴性 については厳密C
な約束 が あ って,自 由な空想 が入 りこむ余地 は なか った.pageantryは
allgoryを主 に取扱 って不 可視 な観 念の主題 を可視 の ものに表現 したので
あ るが,そ の視 覚上 の表現 のた めに,そ こに用い ら れ た 衣裳 も当然 その
spectacleの重要 な部分 をなす もの で あ り,そ の衣裳 の地質 の豪 勢 さや
鮮 かな色彩 は観客 の 目を喜ばせ る もので あ った.pageantryの王 も王 冠
をかむ り・orbやsceptreをもち,crimson-purpleの衣をま とってい
た し,他 の登場人物 たち も観客 に容易に見分けがつ くよう特有の持 ち もの
を持たせ られ ・またその衣裳 の色 に は伝統 的なcoloursymbolismがひ
きつがれてい た.Virtueは白,Envyは 黒,Fameは 淡青の衣 を つけて
い顔.Vigilanceは黄色の衣をつけ黄色の マ ン トを 羽織 り,開 いた眼玉
と銀の縁 ど りが そこにつけてあ った.Gladnessは緑 の衣を着け,多 様な
0







りかわ る頃 には,エ リザベ ス朝 のdoubletやcloakや,また ーー マ風 の
かぶ とや よろいの脛 あてが,カ トリッ,ク聖職者のbirettaやcopeやalb
に舞台 の上 で とってかわ るよ うになるのであるが,新 しい服 装 も依然 とし
てそれ らの もつ豪華 さは受 けつい でいて,そ の前身 が何 であ るかを物語 る
ものであ った.こ の よ うにpageantの舞台 と俳優 の衣裳 はguildの組
織 と費用 を土 台に して,ま た,エ リザベ ス朝や ジエー ムズ朝 の正規 の劇場
の職業的劇作家 のカ を えて,ぜ いた くで華 かなspectacleをつ く り出 す
ことが出来 た の で あ っ た.か く し て,pageantryの舞 台が構成 す る
allegoryは,専ら豪華 な色彩 と光 とで構成 さ れ たtableauとして表現
されて お り,豊 富 な視覚性が その舞台の本質 をなしていたのであ って,先
の第四幕第一場 に登 場す るgentlemanが`shows,/Pageants,and
sigh七sofhonour'とい う言葉 を 口にす る の は,彼 等 の内部 に,こ の視
覚的な演劇へ の深 い傾 斜があ って のことで あると理解 され るのであ る.彼
等 にとってpageantの舞 台の もつ金色 の光 と華 麗 な色彩 の輝 きはっ よい
魅惑で あった.ま た,そ の光 と色 彩は言葉 を経ず してそのまま彼等 の中 で
allegoryと化 す るこ とが出来 た し,そ うい った可視的 な光 や色彩 は,彼
等 の中で不可視 なる ものへ とinterpretされ て,彼 等 の心 に深 く訴 える
ことが出来 た..中世 的な考 え方か らは,美 の観念 はつね に完全 さ,釣 合い,
光 輝 とい った概 念に帰す るのであ るが,特 に光 と輝 きが重視 され,純 粋な
色 あい のものは美 しい とされた.光 の反 射 によってつ くられ る一種 の天使
的世界 の輝 きが よろこばれ,崇 高 と永遠の感情 を生み出 した.可 視的 な光
と色彩の イ メージは,そ れ を媒体 として人 を不 可視 な るものの認識 に導 く
もので あった.一 見 して我 々には陳腐な,或 る場合 には無意味 な装飾 とし
か映 らない ものではあ って も,そ の平面的な装飾的構成 は彼等 の内部 の構
造に対 応 し,彼 等 の精神 のindexと な りうるので ある.エ リザ ベ ス朝 で
は,宗 教的 な色彩 の舞台 は抑 えられ るよ うにな り,そ れ に対す る検閲 は強
化 され ては い た が,演 劇 に は な お,中 世 のMoralityP工ay,Miracle
Play,SaintPlayからひきつ が れ た教化的 な機能 は存続 して お り,また
題 材へ の検閲 はあ ったが伝統 的に カ トリックの儀式 と結びつ け られて考 え
られ る演出法 を掬 えた り,ま たこの儀 式の もつ魅力 への欲求 を改革す るこ
　
とはなか ったといわれ る.xリ ザ ベス朝の演劇 はなお そ うい った ものを土
壌 の一 部に して成立 して いるので あ り,Shakespeareの史劇に おいて も,
ゆこ うい っ た人 々の精神 の在 り方 との結びつ きが充分に考 えられ るのであ る、
HenryVIIIの二つ の 行 列 の詳細 な ト書 の記述は,Holinshedに基 い
ている もので あるが,そ のChroniclesの叙 述が こ の ような行列の 細 部
の衣服 や 持物 にまで亘 ってなされているこ とは,た とえ平面的 な羅列で は
あ って もそのdetailが読者 の うちに,光 と色彩にみ ちた イメージを喚起
し,そ れ が彼等 に一つ のpleasureをもた らす ものであ った こ と が考 え
られ るの であ る.そ れ は単に歴史への興 味をつ な ぐ断片 に止 らないで,実
は読者に とっては王侯の行列の もっ豪 華 な装飾に富 ん だ光 と色 彩は,そ の
視覚的 な イメージに よって,そ の 歴史の核心 その もの を深 く彼等 に手渡 た
す重要 なdetai1であ ったのであ る.こ れ らのsourceに含 まれる歴史 の
⑫
philosophyは,Shakespeareの史劇 を全 体 として成立 させてい る とと
もに,こ れ らのsourceに反映 している人 々の も の の感 じ方 も,ま た,
Shakespeareの史劇 を深 く人 間の内部に根拠 づ けてい たζとが考 え られ
るの であ る.HolinshedのChroniFlesのこれ らの行列のたゆみない細
部 の叙 述 の,いわ ば英 国のroyal七yが包含 す る豊 富 な細部 の 中 に,人々の
日常性 が接 近 しえない ある眩 ゆい世界 の存在 を指 し示 してみせ るのであ る.
その意味 か ら,人 々の中にお いては,royaltyは政治 的な,社 会 的な もの
か ら もう少 しそれ た ところに更 に一つの意味 を もっていたのではないか と
考 えられ るのであ る.royaltyは人 々の中にお いてあ る眩ゆさの根源 とし
て あ り,その眩 ゆ さは一つの真 を彼等 の中 に形づ くっていた.そ れは,いわ
ば文 学 と美術の 中で 闇題 とな る性質 の詩 的な真 としての眩 ゆさなのであ っ
た.中 世 の時代 は,美を芸術の領域で考 える よ りも,真理 の領域 で:考えたの
であ り,目 もあ や な色 彩や光が あたえる感 覚へのPleasureは,即ち,彼
等 の中の至高 にふれ るこ とにつ なが ってい た.Shakespeareの史劇にお
いて その王 に附与 され るはなやかで荘重な色彩 と光 は,基 本的に は文 学の
領域G`い て考 え られ るこの眩ゆ さに関係 してい るの であ り,HenryVIII
に お い て,二 人 のgentlemanが目撃 した行列 も,ま たBuckingham
が伝 え よ う と し た 英 国王 と フランス王 との遭遇 も,そ のmな 輝 きが
`royal'と表現 され るとき,人 々の中 にい だか れたあ る極点 的な眩 ゆ さの
世界 が,royaltyとい う形を とってあ らわ されてい るのだと考 え ら れ る
ので ある.(つ づ く)
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